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2022 年 9月 26日にカンボジア特別法廷は、極左翼クメール・ルージュ政権幹
部であったキュー・サンパン元国家元首を人道に対する犯罪、虐殺、強制労働、
身体的虐待などの罪で無期禁固刑としました。これでカンボジア内戦の国際裁
判は終結することになりました。カンボジア政府は、クメール・ルージュの指
導者に対しカンボジア大虐殺に関与した者の責任を問うたのです。 
 
クメール・ルージュの秘密警察であった「サンテバル」は、医師、文化人、芸
術家、宗教指導者、教師などを反革命的分子として次々と逮捕し殺害します。
後には、クメール・ルージュの地方機関や収容所の幹部も反乱の恐れありとし
て殺害されていきます。これら多数のカンボジア人が殺害された刑場がカンボ
ジア各地にあり、こうした場所は「キリング・フィールド」と呼ばれています。
最も有名なのが、首都プノンペンにあった政治犯収容所S21です。 
 
このカンボジア内戦を克
明に生々しく描いた映画
が「キリング・フィールド」
(The Killing Fields)です。
1970 年代、ニューヨー
ク・タイムズの特派員とし
てカンボジアの内戦を取
材したのがシドニー・ショ
ンバーグです。シャンバー
グは本社の指示に反して現地にとどまります。そのとき、現地人のディス・プ
ランを通訳兼助手として雇います。 
 
カンボジアでは当時、ポル・ポト派が全土を制圧していました。そのためショ
ンバーグとプランはフランス大使館に避難します。ションバーグらはプランを
アメリカに亡命させるため、パスポートを偽造しようとしますが、うまくいき
ません。結局、プランは大使館を退去させられ、ションバーグらは帰国します。



別れ際「私はあなたの兄弟です」と泣きながらションバーグを見送るプランは
大量虐殺の拠点だったポル・ポト派の集団農場に移送されます。こうして二人
は生き別れになります。 
 
外国語を話す知識人は殺
されるため、プランは無学
なタクシー運転手を装い、
さまざまな人の助けを受
けながら命がけで集団農
場を脱出し、タイ国境の難
民キャンプに辿り着きま
す。ションバーグは帰国後、
この内戦取材に対して、卓越した新聞報道・文学活動に与えられるピュリツァ
ー賞を受賞するのですが、プランを見捨てたことへの自責の念から、プランの
行方を捜す取材に入るのです。そして遂に難民キャンプでプランと奇跡的に再
会をします。 
 
 ションバーグ：許してくれるかい？ 
 プラン：もちろんですよ。 
  再会を果たして２人は抱擁します。 
 
この映画の印象的なシーンを紹介しましょう。内乱渦巻くカンボジアの首都プ
ノンペンでの混乱ぶりを描写した前半部はもの凄い迫力があります。後半、強
制労働に従事させられる助手ディス・プランが脱走し、死体が累々とする戦禍
の大地をさまようシーンも凄まじいものがあります。 
 
カンボジアにおける大虐殺の背景です。この虐殺は、カンボジアで急進的に共
産主義を推し進めたカンプチア共産党中央委員会書記長のポル・ポト率いるク
メール・ルージュが引き起こした組織的迫害です。ポル・ポトとクメール・ル
ージュは、長い間、中国共産党と党中央委員会の支援を受けました。かつてポ
ル・ポトは毛沢東主席とも会っています。 
 
1975 年 8 月に政権を握ると、クメール・ルージュは、毛沢東思想に基づき、
文化大革命に影響を受け、国を農村社会主義に転換しようとします。この目標



を達成するために、クメール・ルージュはカンボジア人を強制的に都市から地
方の強制労働収容所に移転させていきます。カンボジアにおける文化大革命運
動そのものです。そこでは、大量処刑、強制労働、身体的虐待、栄養失調、病
気が横行していたといわれます。子どもの拉致と教化が幅広く行われて、残虐
行為を犯すように説得または強制されたというのですから、恐ろしい出来事で
す。 
 
「キリング・フィールド」のラストに流れるは、ジョン・レノンの「イマジン」
です。 
 Imagine there’s no heaven 
  It’s easy if you try 
   No hell below us 
    Above us, only sky 
  Imagine all the people  
   Living’ for today 
    Ah 
 
                   2022 年 9月 27日 
  


